
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
が

大
変
好
評
だ
。
久
々
の
ヒ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
明
る
い
沖
縄
の
女
の
子
「
古
波
蔵
恵
里
」の
物

語
だ
が
、
亜
熱
帯
沖
縄
の
風
土
風
物
、
そ
れ
に
自

然
な
南
国
的
人
情
を
、
暖
か
く
、時
に
は
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
い
て
成
功
し
て
い
る
。

　
さ
て
、七
月
二
〇
日
は
「
海
の
記
念
日
」。
海
と

言
え
ば
、二
六
年
前
の
一
九
七
五
年
、
沖
縄
本
島

の
北
部
本
部
町
で
、「
沖
縄
国

際
海
洋
博
覧
会
」
が
開
催
さ

れ
、
筆
者
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
出

向
し
、博
覧
会
協
会
の
海
外
報
道
を
担
当
し
た
。

　
わ
が
「
ト
リ
目
・
ウ
オ
の
目
」
も
　

回
目
。
だ
か

60

ら
、『
う
わ
さ
』誌
の
読
者
の
た
め
に
、
取
っ
て
置

き
中
の
取
っ
て
置
き
の
お
話
を
披
露
し
よ
う
。

で
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
幕
が
開
く
。

　
T

ho
m

as  
M

a
nn

.
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
 
  
 
    
 
  
  

一
八
七
五
年
、ハ
ン
ザ
同
盟

で
有
名
な
北
ド
イ
ツ
の
海
に
近
い
町
、
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
の
大
穀
物
商
の
家
に
生
ま
れ
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

　
一
八
九
一
年
に
父
が
亡
く
な
っ
た
が
、
兄
の

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
も
ト
ー
マ
ス
も
実
業
家
肌
で
な

く
、
結
局
一
〇
〇
年
以
上
続
い
た
穀
物
商
は
解

散
、
ト
ー
マ
ス
は
再
婚
し
た
母
を
追
っ
て
九
四

年
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
移
っ
た
。

　
マ
ン
は
そ
の
後
、『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の

人
び
と

　
(』

 

一
九
〇
一)

　  

、『
ト
ー
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ガ

ー

　
(』

 

一
九
〇
三)

　  

、『
魔
の
山

　
(』

 　
　
　
　

)
　　

　

一
九
二
四

 

、『
ヨ

セ
フ
と
そ
の
兄
弟

　
(』

 

一
九
三
三
～
四
三)

 

な
ど
、

最
も
ド
イ
ツ
的
で
重
厚
な
小
説
を
書
い
た
。
一

九
二
九
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

　
一
九
〇
五
年
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
数
学
科

教
授
で
ユ
ダ
ヤ
人
資
産
家
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
プ

リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
娘
、カ
チ
ア(

 

一
九
八
〇

年
没)

 

と
結
婚
。
長
女
エ
ー
リ
カ
、
長
男
ク
ラ

ウ
ス
始
め
男
女
三
人
ず
つ
、
六
人
の
子
の
親
と

な
る
。

　
一
九
三
三
年
、ナ
チ
か
ら
逃
れ
ス
イ
ス
へ
、
さ

ら
に
ア
メ
リ
カ(　

　
　

)　

 

三
八
年

 

へ
と
亡
命
す
る
。

　
戦
後
の
一
九
五
二
年
、
右
傾
の

米
国
を
去
り
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
近
郊

キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
に
落
着
く
。
五

五
年
同
地
で
血
栓
症
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

　
マ
ン
の
多
く
の
作
品
の
う
ち
、『
ト
ー
ニ
オ
・

ク
レ
ー
ガ
ー
』
は
、
若
き
日
の
現
実
と
、
反
発

す
る
芸
術
的
精
神
の
葛
藤
を
描
い
た
彼
自
身
の

自
伝
的
作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
、『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』

は
、
が
む
し
ゃ
ら
な
勤
労
精
神
で
家
を
興
し
た

一
族
に
芸
術
的
な
血
が
入
り
、
四
代
目
で
家
業

が
崩
壊
す
る
物
語
。
マ
ン
家
を
モ
デ
ル
と
し
た

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
商
家
の
年
代
記
で
あ
る
。

　
マ
ン
の
母
方
の
祖
母
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
大
農
場
主
で
、
母
ユ
ー

リ
ア
は
、
ピ
ア
ノ
と
歌
に
優
れ
た
典
型
的
な
南

欧
系
の
情
熱
的
美
人
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　
マ
ン
の
六
人
の
こ
ど
も
た
ち
は
、
皆
天
才
肌

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(　
　

　
　

　
　

で
、
特
に
長
女
の
エ
ー
リ
カ

 

一
九
〇
五
～
六

九)

 

は
、
才
能
と
美
貌
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
父
の

米
国
亡
命
の
際
は
よ
き
通
訳
、
ス
ポ
ー
ク
ス
マ

ン
で
も
あ
っ
た
。
戦
争
末
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
軍
服
を
着
て
ド
イ
ツ
戦
線
に
参
加
し
た
。

　
長
男
ク
ラ
ウ
ス
（
一
九
〇
六
～
四
九
）
は
、
優

れ
た
作
家
、評
論
家
と
し
て
成
功
し
た
。
だ
が
、

反
ナ
チ
活
動
の
の
ち
、
一
九
三
五
年
に
ア
メ
リ

カ
へ
亡
命
、
米
軍
兵
士
と
な
っ
た
。
戦
後
の
一

八

「沖 縄 で 会 っ た ト ー マ ス ･ マ ンの娘」

榎

斎　藤　 裕　三



九
四
九
年
、
カ
ン
ヌ
で
自
殺
。
も
と
も
と
死
に

憧
憬
を
持
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
一
九
〇
九
年
生
ま
れ
の
次
男
、ア
ン
ゲ
ル
ス
・

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ト
ー
マ
ス
（
ゴ
ー
ロ
）
は
、

歴
史
学
を
中
心
に
多
く
の
書
物
を
著
し
た
。　

　
三
男
ミ
ヒ
ェ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
ド

イ
ツ
文
学
を
講
じ
る
一
方
、
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と

し
て
、
日
本
に
も
戦
後
演
奏
旅
行
に
き
た
。

　
一
九
一
〇
年
生
ま
れ
の
次
女
モ
ニ
カ
は
、
一

九
四
〇
年
、ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
夫
、イ
ェ
ニ
ー
・

ラ
ニ
イ
と
と
も
に
英
国
の
港
か
ら
米
国
に
避
難

の
途
中
、
乗
船
し
た
客
船
が
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦

に
撃
沈
さ
れ
、
モ
ニ
カ
は
救
助
さ
れ
た
が
、
イ

ェ
ニ
ー
は
モ
ニ
カ
の
目
の
前
で
溺
死
し
た
。

　
海
洋
博
の
会
期
中
の
九
月
三
〇
日
か
ら
一
〇

月
四
日
の
五
日
間
、
会
場
内
の
「
海
洋
文
化
館
」

と
恩
納
村
の
「
ム
ー
ン
・
ビ
ー
チ
・
ホ
テ
ル
」
を

会
場
と
し
て
、「
パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・
マ
リ
ブ

　
　
　
　

　
　

　
　
　

 
　
　
　

　
　

　
　

　
　

ス
（
海
に
平
和
を
）
・

 

Ⅵ
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
時
、
領
海
、
海
洋
資
源
利
用
な
ど
に
関
す

る
国
連
海
洋
法
会
議
が
第
３
回
ま
で
終
了
し
て

い
た
が
、
成
案
決
定
に
は
未
だ
道
遠
し
、
と
い

う
状
況
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
助
言
の
た
め
の
「
Ｉ
Ｏ
Ｉ
（
国
際

海
洋
協
会
）」
と
い
う
機
関
が
設
立
さ
れ
、
本

部
を
マ
ル
タ
大
学
に
置
き
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国

連
代
表
Ｈ
・

Ｓ
・
ア
メ
ラ

シ
ン
ゲ
大
使

を
議
長
に
、
世
界
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
て
い
た
。
そ
の
第
６
回
目
を
、
海
洋
博
協
会

や
日
本
政
府
が
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。

　
ホ
テ
ル
で
の
第
一
日
の
冒
頭
、
記
者
用
の
冊

子
が
配
ら
れ
、
企
画
委
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
司
会
者
は
「
ミ
セ
ズ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
ン
・

ボ
ギ
ー
ズ
」
と
、
彼
女
を
英
語
で
紹
介
し
た
。

割
に
小
柄
だ
が
と
て
も
活
動
的
に
見
え
た
。　

　
日
本
語
の
資
料
に
は
、
マ
ル
タ
大
学
に
あ
る

本
部
の
企
画
担
当
理
事
で
、「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ

ン
・
ボ
ー
ジ
ェ
ー
ザ
」
と
、
記
し
て
あ
っ
た
。

　
彼
女
の
英
語
の
開
会
挨
拶
は
流
暢
だ
っ
た
が
、

筆
者
は
そ
の
中
に
ド
イ
ツ
語
の
響
き
を
聞
い
た
。

　
え
ー
っ
、
ま
さ
か
！

　
英
語
の
資
料
を
、
忙
し
く
も
う
一
度
見
た
。

　
　

E
lisabeth　

M
an

n   
B

o
rg

ese
　

　
「

 
        

　
 
  
    
 
  
   

」

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

za

と
、
そ
の
名
は
綴
ら
れ
て
い
た
。
「
ザ
」
が

 
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

sa
　
　

　
　
　
　

で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の

 
 

、
そ
れ
に
「
マ

　
　
　

　
　
　
　

nn　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ン
」
の
「
ン
」
が

 
 

だ
っ
た
。
マ
ン
の
三
女
の

名
は
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
い
う
は
ず
だ
！
　

　
筆
者
の
心
臓
が
早
鐘
を
撞
く
よ
う
に
鳴
り
始

め
た
。
一
方
で
は
、
別
の
自
分
が
、
筆
者
を
落

ち
着
か
せ
よ
う
と
し
た
。

　
「
こ
こ
は
、
沖
縄
だ
よ
。
考
え
過
ぎ
だ
！
」

　
そ
う
だ
と
も
、そ
の
と
お
り
だ
。
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
の
娘
が
、
沖
縄
に
い
る
は
ず
が
な
い
。

　
い
や
、
待
て
よ
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
、
イ
タ

リ
ア
人
と
結
婚
し
た
と
い
う
話
を
ど
こ
か
で
読

ん
だ
。
ロ
ー
マ
の
庭
園
の
名
に
も
あ
る
、
名
家

B
org

hese　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 
   
    

に
は
、
ｈ
が
あ
る
か
ら
違
う
。

　
そ
う
だ
。
彼
女
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
有
名
な

イ
タ
リ
ア
人
文
芸
歴
史
学
者
と
結
婚
し
た
。
確

　
B

org
ese　

　
　
　
　
　

か
 
   
   

と
か
い
っ
た
。

　
「
ボ
ギ
ー
ズ
、
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
、ボ
ル
ジ
ェ
ー
ゼ
」

　
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
が
来
る
の
も
も
ど
か
し

く
、筆
者
は
彼
女
に
近
寄
り
恐
る
恐
る
尋
ね
た
。

　
「
も
し
か
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
で
す
が
、

あ
な
た
は
私
の
大
好
き
な
ド
イ
ツ
の
作
家
、
ト

ー
マ
ス
・
マ
ン
の
お
嬢
さ
ん
な
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
　

も
し
そ
う
な
ら
、
ど
の
作
品
に
も

海
の
匂
い
が
す
る
お
父
様
譲
り
で
、
や
っ
ぱ
り

あ
な
た
も
海
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
ね
」

　
「
血
は
水
よ
り
濃
い
、
と
い
い
ま
す
も
の
ね
。

そ
の
と
お
り
な
の
で
す
。
で
も
、
こ
こ
に
も
、

父
の
小
説
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
は
…
…
。
私
は
父
の
お
か
げ

で
、
ど
こ
へ
い
っ
て
も
友
達
が
い
る
の
で
す
よ
」

　
彼
女
は
微
笑
み
、
筆
者
と
会
っ
た
こ
と
を
喜

ん
で
く
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
父
マ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
東

京
で
長
年
音
楽
教
師
を
勤
め
、
日
本
で
亡
く
な

っ
た
、
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
（
彼

女
の
母
カ
チ
ア
の
双
子
の
兄
弟
）
の
こ
と
、
そ

し
て
、
彼
女
の
夫
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ボ
ル
ジ
ェ
ー
ゼ
の
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

　
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
、
そ
の
後
『
海
洋
の
ド
ラ

マ

　
(』

 　
　

　
　

)
　
　
　

　
　

　
一
九
七
七

 

、
『
海
の
農
場

　
(』

 　
　

　
　

)

一
九
八
〇

 

を
上
梓
し
、海
と
の
深
い
関
わ
り
を
実
証
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
既
に
二
六
年
。
ま
さ
に
思
い
出
に

残
る
一
期
一
会
の
出
会
い
だ
っ
た
。　
　
　

九


